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{育成される人材像]
このプログラムで育成される [地域活性化コーディ
ネータjとは、地域活性化の課題に直面したときに、
1)自らの出自は公共 ・市民・ビジネスのいずれかの
lセクターに属する実務家や研究者であっても、他を
含めた3セクターの個々の特性を認識し、その長所を
活かして協働をデザイン ・コーディネートでき、 2)
地域のネットワーク化や情報の共有を効率的に実現
するICTを活用する知識を身につけ、 3)現場のコー
ディネートと同時に暗黙知を獲得し形式知に転換する
ごとにより仮設定立・検証をおこなって、現場に応用
する力(概念図参照)をそなえ、 4)最終的に体系化・
一般化をして成果としてまとめる能力により、みずか
らのキャリアアップと地域への貢献の両者を達成でき
る実務的研究者 ・高度専門職業人のことです。
{キャリアアップ]
既存専攻の学生および外部からの人材は、地域活
性化プログラムに参加することにより単位履修が可能
であり「地域活性化コーディネータ(仮)Jの名称を受
けることを予定しています。プログラム終了後は、現
場の知識を活かし、対立する課題を総合的に調整し
各セクターの長所を生かせる創造的な問題解決能力を
もった実務的研究者(大学等研究機関研究者・地域活
性化運堂者)として活躍が期待されます。
[実績】
創造都市研究科は開設以来、研究科および大学重
点研究 『創造都市を創造するH創造経済と都市地域再
生』などのプロジェクト研究において、大阪市等との
共同による国際シンポジウムを通じた世界的な創造都
市研究ネットワークを形成、地元である大阪市・ 大阪
市北区地域開発協議会を応援、同商業活性化協会と
提携契約を結び地域活性化プロジェクトを8回実施
し、地域活性化計画の立案・支援をしてきました。ま
たプロジェクト型の学生共同研究を重視し、開設以
来10年で毎年20数件の教員および学生数名の研究グ
ループを組織して教育研究活動の中で大きな効果をあ
げてきました。本プログラムでは、このような創造都
市研究科のプロジェクト型研究の実績を踏まえて、 3
セクター(公共・市民・ビジネス)の学生が共同で学
ぶ構造および関係機関との連携の上に、新たな知識的
統合を目標として、総合的人材「地域活性化コ デーィ
ネータJの養成をめざすものです。
01.大学でのコミュ二ティー
サービス:インドネシア事例
報告
永田潤子(大阪市立大学大学院創造都市研究科都市政策専攻准教授)
昨今、総務省が地域力創造・地域再生を目的とし
I域学連携」に力を入れている。
「域学連携Jとは、大学生と大学教員が地域の現場
に入り、地域の住民やNPO等と ともに、地域の課題
解決又は地域づくりに継続的に取り組み、地域の活
性化及び地域の人材育成に活動をpう。
本稿では、地域の課題解決を目的とした“学生に
よる コミュニテ ィ・サービス"を実施している、ガ
ジャマダ大学での取り組みを紹介し、日本における
示唆を採りたい。
1.ガジャマダ大学での地域連携
(1)必修科目としての学生による「コ ミュニティ ・
サービスj
ガジャマダ大学は1949年に設立された、 インドネシ
アで最も古い大学で、中部ジャワ地域(ジ ョグジャカ
ルタに位置)の高等教育の中心的役割を担っている。
3 
18の学部と 3つのセンターから構成される総合大
学であり、 学生数は約40000名(学部生、大学院生)、
インドネシアで最も大きな大学である。
学生によるコミ ュニティ ・サービスは「学生に地域
の実情を理解させること」を目的とした自主的プロ
グラムとして、 1971年に開始された。
全ての学部生必修の履修科目であり、正式名称
は、“TheStudent Community Service-Community 
Empowerment learning" (SCS-CEL)であり、プログ
ラムは①個人のエンパワーメント、 ②組織開発、 ①
地域のエンパワーメン卜の3つの要素からなる。
(2 )プログラムの概要
プログラムの目的は、①学生の共感能力と気づき
を高める、 ②大学の実装研究としての取り組み、 ①
学生に対し“ナショ ナリズム"“倫理観を持って勤勉
に働くこと"、“自立とアン トレプレナーシ ップ酒養
する こと、④国際競争心の溺養 ⑤地域や社会をエ
ンパワーメン卜するのに必要な調査 ・分析能力の向
上、の5つである。
学部生は4年次に大学が提示するコミュニテ ィ・
プログラムの中から希望するものを申請し、大学側
が調整する。
1つのプログラム(メインテーマ)は25名-30名
からなり、約2か月にわたり農村等に滞在し、その
地域の課題解決や活性化の活動を実施する。更に、
学生はメインテーマを基に 8-10名ごとの小ユニッ
ト(サブテーマ)分かれ、グループ毎に実践する。
プログラムは、基礎講座 (2日間)、フィールド
ワーク(約2か月)、最終発表会(1日)で構成され、
実施後はグループ毎の報告書、個人レポートが義務
づけられている。
プログラムの内容としては、「農作業の手伝いJi農
作物の付加価値化Ji食品 ・主主芸業の生産技術改良
と市場開拓支援Ji中部ジャワにおける地震復興活動J
等である。
(3 )プロタラムの運営基盤
プログラムを運営 ・管理するために、 Institutefor 
Research and community services (LPPM)が設置さ
れており、関係先からのニース把握と調整、学生の
割り振り、予算の獲得等を実施している。
LPPMのスタ ッフを兼任する教員は、中央政府と
の調整、地方政府からの要請やニーズ把握、企業か
らの寄付金獲得等、年聞を通じて全国を飛び回って
いる。
また、 SCL-CELへのインターンシップ制度もあ
り、海外からの学生を受け入れている。
2.現地調査:マグランでのココナップロジェクト
(1)学生の現地活動
現地に入った学生は、村内で5名程度に分かれ投
宿し共同生活する。
最初の1週間は村内をくまなく廻り、現状の把握
や聞き取り調査をしながら、村民との信頼関係を築
いてpく。調査終了後、学生主体で今年度の取り組
み計画を作成する。その内容を説明会を聞き学生自
らが村民に説明。なお、説明会は関係するステーク
ホルダー毎に企画される等、細かい配慮、がなされて
いた。その後、村民と共に実際の活動を約7週間実
施、最終報告会を村で実施後、終了となった。
同行したココナッツプロジェクトは4年目に入っ
たプロジェクトであり、初年度は「ココナッツを
使った農産品の開発 (Ex.ナタデココ、ココナッツふ
りかけ)J、2年次は「昧の改良及び生産時の衛生環
境の改善」、 3年次は「パッ ケージデザインと作成」
というプロセスを既に経ており、継続的に実施され
ていた。
今年度は 「市場の開拓・マーケティング」をテーマ
4 
に、ミニ博覧会を実施する計画であった。
また、メインテーマはココナッツ ・フ。ロジェクト
であるが、学生は自身の専門分野を活用した取り組
み(サブテーマ)も実施しなければならない。例え
ば、看護学部の学生は高齢者向けの健康講座の開催、
教育学部の学生は子供たちとのハイキング、農学部
の学生は有機農法の勉強会等を企画し、毎日のよう
に積極的に村を回って活動していた。
(2)学生の所感、村民の反応
学生たちのプログラムに対する所感では、「現実を
見ることに対する意義Jが最も高かった。具体的に
は、「机上の空論ではない現実Ji経済格差の大きいイ
ンドネシアの現状Jiコミュニティで様々な人々とコ
ミュニケーションを取ることの難しさ」 等であった。
また、プログラム終了後は、「インドネシアの発展に
寄与したいJi格差を解決するために教育の充実を強
く意識するようになった」との感想が聞かれた。
プログラムに関わった村民の反応は良好であり、
「現実的な利益を生み出す活動であるJi自分たち(小
さな農家)だけではできなかった内容」との評価が高
かった。
プロジェクト活動に関係する村民は一部であり、
村に大きな経済発展をもたらしているわけではない
が、他の村民も好意的に学生を受け入れており、こ
れは学生たちが村に実際に滞在し、村民たちとコ
ミュニケーションを取りながら活動しているととが
大きな要因であるように思えた。
3.まとめ
日本においても、総務省が25年度予算でii域学連
携J地域活力創出モデル実証事業jに2.1億円を盛り
込むなど、大学を中心とした地域づくりに注目が集
まっている。
また、23年度に小樽商科大学、早稲田大学、宮崎
教育大学、 同志社大学等15の大学が実証研究事業を
実施しており、その取り組みの調査結果がi域学連
携J地域づくり活動実態調査結果J(24年度、総務省
資料)として取りまとめられている。
その調査結果を見ると、主に現地訪問型であり滞
在型のものは少なく、ワークショップやイベントの
実施が多い。学生が訪れることで、 地域に新たな刺
激がもたらされている状況も見て取れる。
今後、 日本において域学連携による成果を生むた
めには、ガジャマダ大学でのプログラムのように、
①自治体をはじめと した関係者と連携を強化するこ
と ②滞在型のプロジェクトも検討する こと ①同
様な継続的に取り組み進化させるような設計にする
こと、何よりも「学生が“自分ごと化"しで進められ
る設計jが必要とされるであろう。
マグラン風景 学生による実施計画の打ち合せ
村の足 看護学生による健康講座
学生企画の有機農法の健康指導 村民向け説明会
投宿先の農家 筆者と学生
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